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１．研究計画の概要 
 前近代東アジアの諸国、特に中国・朝鮮・
日本における文書の様式の系譜的研究及び
残存の様態の比較史的研究について、 
（１）各国における研究の流れを整理し、ま
た（２）各国の古文書研究者の討議を通じて
様式の系譜と伝来状況の相違の背景を探る。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）これまで三カ年に渡り、国内のみなら
ず中国社会科学院・韓国学中央研究院・韓国
国史編纂委員会等の第一線の文書研究者を
招聘し、初年度には国際シンポジウム「文書
から見た東アジアの戦争と外交―モンゴ
ル・元を中心に―」を、二年目・三年目には
それぞれ国際ワークショップ「前近代東アジ
ア文書の比較史的研究」「文書のかたち」を
開催し、予稿集をまとめてきた。 
（２）前近代東アジア諸国における文書に関
するこれまでの研究を網羅した文献目録を、
地域・時代を分けて作成しつつあり、既に日
本中世、前近代朝鮮、中国の宋～清に関して
は、ほぼまとめることができた。 
（３）紙の文書のみならず、宋・元時代の石
碑等の金石文についても現地調査を実施し、
さらに日本古代・中国晋代・韓国百済・新羅
出土木簡については、釈読や再解釈等の研究
を進めた。これらの成果の一部は、国内外に
おける学会での口頭報告や論文等の形で公
表している。 
 以上の研究を通じて、たとえば、いわゆる
モンゴルの威嚇文言の再検討を通じた日元
交渉の具体相や、文書様式名の比定を基礎と
した高麗における唐公式令文書様式の継受
の状況等が明らかにされ、また日本の文書の

内容あるいは木簡の形態から見た韓国出土
木簡の特質についても議論が深化した。総じ
て中国から文書行政の骨格が東アジア諸国
に伝播する過程と、その過程における変容の
状況を明らかにしつつある。 
 
３．現在までの達成度 
③おおむね順調に進展している。 
（理由） 

様式論・系譜論の方面からの取り組みが順
調に進んでおり、伝存様態の比較史的研究に
ついては、検証は極めて困難であるものの、
幾つかの仮説が用意されつつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度を迎え、文献目録の完成を目指す
とともに、通常の研究会に加え、これまでの
研究を踏まえた国際ワークショップを開催
する。その間、最終確認のための史料調査、
及び成果報告のための学会報告の機会を持
つ。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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